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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成25年1月31日(2013.1.31)

【公表番号】特表2012-513528(P2012-513528A)
【公表日】平成24年6月14日(2012.6.14)
【年通号数】公開・登録公報2012-023
【出願番号】特願2011-543605(P2011-543605)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  69/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 211/63     (2006.01)
   Ｃ０７Ｆ   9/53     (2006.01)
   Ｃ０７Ｆ   9/54     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 211/64     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  64/34     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ  69/00    　　　　
   Ｃ０７Ｃ 211/63    　　　　
   Ｃ０７Ｆ   9/53    　　　　
   Ｃ０７Ｆ   9/54    　　　　
   Ｃ０７Ｃ 211/64    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   5/00    　　　　
   Ｃ０８Ｇ  64/34    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成24年12月10日(2012.12.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
ポリマー組成物であって、
　（ａ）以下のものからなる群から選択されるポリマー

【化２６】

　〔式中、
　Ｒａの各存在は、独立して、水素であるか、あるいは、Ｃ１～３０脂肪族；窒素、酸素
、および硫黄からなる群から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を有するＣ１～３

０ヘテロ脂肪族；６～１０員環アリール；窒素、酸素、または硫黄から独立して選択され
る１～４個のヘテロ原子を有する５～１０員環ヘテロアリール；ならびに、窒素、酸素、
および硫黄からなる群から独立して選択される１～３個のヘテロ原子を有する３～７員環
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ヘテロ環からなる群から選択される、場合により置換された基であり；
　Ｒｂ、Ｒｃ、Ｒｄの各存在は、独立して、水素であるか、あるいは、Ｃ１～１２脂肪族
；窒素、酸素、および硫黄からなる群から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を有
するＣ１～１２ヘテロ脂肪族；６～１０員環アリール；窒素、酸素、または硫黄から独立
して選択される１～４個のヘテロ原子を有する５～１０員環ヘテロアリール；ならびに、
窒素、酸素、および硫黄からなる群から独立して選択される１～３個のヘテロ原子を有す
る３～７員環ヘテロ環からなる群から選択される、場合により置換された基であり；
　（ＲａおよびＲｃ）、（ＲｃおよびＲｄ）、ならびに（ＲａおよびＲｂ）のいずれかは
、その間にある原子とともに、１個以上の場合により置換された環を形成していてもよい
〕と；
　（ｂ）存在することで前記ポリマー組成物の分解温度を調整することを特徴とする、有
機カチオンを含む添加剤とを含む、ポリマー組成物。
【請求項２】
前記ポリマーが、実質的に

【化２８】

である、請求項１に記載のポリマー組成物。
【請求項３】
前記ポリマーがポリ（プロピレンカーボネート）を含む、請求項１に記載のポリマー組成
物。
【請求項４】
前記ポリ（プロピレンカーボネート）が、約１０，０００～約４００，０００ｇ／ｍｏｌ
の範囲の分子量を有する、請求項３に記載のポリマー組成物。
【請求項５】
前記ポリ（プロピレンカーボネート）が、約５０，０００～約２５０，０００ｇ／ｍｏｌ
の範囲の分子量を有する、請求項４に記載のポリマー組成物。
【請求項６】
前記ポリ（プロピレンカーボネート）が、１．５未満の多分散指数を有する、請求項３に
記載のポリマー組成物。
【請求項７】
前記ポリ（プロピレンカーボネート）が、１．２未満の多分散指数を有する、請求項３に
記載のポリマー組成物。
【請求項８】
前記ポリマーが、二酸化炭素と、エチレンオキシド、プロピレンオキシド、１，２－ブテ
ンオキシド、２，３－ブテンオキシド、ブタジエンモノエポキシド、１，２－ペンテンオ
キシド、エピクロロヒドリン、１，２－エポキシ－２－メチルプロパン、グリシジルエー
テル、グリシジルエステル、１，２－ヘキセンオキシド、Ｃ７－３０α－オレフィンエポ
キシド、シクロペンテンオキシド、シクロヘキセンオキシド、４－ビニルシクロヘキセン
オキシド、４－エチルシクロヘキセンオキシド、スチレンオキシド、リモネンオキシド、
ノルボルネンオキシド、シクロオクテンオキシド、１，２，５，６－ジエポキシシクロオ
クタン、およびシクロオクタジエンモノエポキシドからなる群から選択される１種類以上
のエポキシドとのコポリマーを含む、請求項２に記載のポリマー組成物。
【請求項９】
前記添加剤の存在が、前記ポリマー組成物の分解温度を下げる、請求項１に記載のポリマ
ー組成物。
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【請求項１０】
前記有機カチオンが、プロトン化アミン種を含む、請求項９に記載のポリマー組成物。
【請求項１１】
前記有機カチオンが、四級アンモニウム種を含む、請求項９に記載のポリマー組成物。
【請求項１２】
前記有機カチオンが、
【化２９】

からなる群から選択され、
　式中、Ｒ５０の各存在は、独立して、Ｃ１～２０脂肪族；窒素、酸素、および硫黄から
なる群から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を有するＣ１～２０ヘテロ脂肪族；
６～１０員環アリール；窒素、酸素、または硫黄から独立して選択される１～４個のヘテ
ロ原子を有する５～１０員環ヘテロアリール；ならびに、窒素、酸素、および硫黄からな
る群から独立して選択される１～２個のヘテロ原子を有する３～７員環ヘテロ環からなる
群から選択される、場合により置換された基であり；
　Ｒ５１の各存在は、独立して、水素であるか、あるいは、Ｃ１～２０脂肪族；窒素、酸
素、および硫黄からなる群から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を有するＣ１～

２０ヘテロ脂肪族；６～１０員環アリール；窒素、酸素、または硫黄から独立して選択さ
れる１～４個のヘテロ原子を有する、５～１０員環ヘテロアリール；ならびに、窒素、酸
素、および硫黄からなる群から独立して選択される１～２個のヘテロ原子を有する、４～
７員環のヘテロ環からなる群から選択される、場合により置換された基であり；２個のＲ
５１基は、その間にある原子とともに、場合により置換されたＣ３～Ｃ１４炭素環、場合
により置換されたＣ３～Ｃ１４ヘテロ環、および場合により置換されたＣ６～Ｃ１０アリ
ールからなる群から選択される１個以上の環を形成していてもよく；
　Ｒ５２の各存在は、独立して、水素であるか、あるいは、Ｃ１～２０脂肪族；窒素、酸
素、および硫黄からなる群から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を有するＣ１～

２０ヘテロ脂肪族；６～１０員環アリール；窒素、酸素、または硫黄から独立して選択さ
れる１～４個のヘテロ原子を有する、５～１０員環ヘテロアリール；ならびに、窒素、酸
素、および硫黄からなる群から独立して選択される１～２個のヘテロ原子を有する、４～
７員環のヘテロ環からなる群から選択される、場合により置換された基であり；２個のＲ
５２基は、その間にある原子とともに、場合により置換されたＣ３～Ｃ１４炭素環、場合
により置換されたＣ３～Ｃ１４ヘテロ環、場合により置換されたＣ６～Ｃ１０アリール、
および場合により置換されたＣ５～Ｃ１０ヘテロアリールからなる群から選択される１個
以上の環を形成していてもよく；
　Ｒ５３は、水素、ヒドロキシルであるか、または、Ｃ１～２０脂肪族；窒素、酸素、お
よび硫黄からなる群から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を有するＣ１～２０ヘ
テロ脂肪族；６～１０員環アリール；窒素、酸素、または硫黄から独立して選択される１
～４個のヘテロ原子を有する、５～１０員環ヘテロアリール；ならびに、窒素、酸素、お
よび硫黄からなる群から独立して選択される１～２個のヘテロ原子を有する、４～７員環
のヘテロ環からなる群から選択される、場合により置換された基であり；
　環Ａは、窒素、酸素、または硫黄から独立して選択される０～３個のさらなるヘテロ原
子を有する、場合により置換された５～１０員環ヘテロアリール基である、請求項９に記
載のポリマー組成物。
【請求項１３】
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前記添加剤が、以下の式を有し、
【化３１】

式中、Ｒ５１の各存在が、独立して、水素またはＣ１～１２脂肪族である、請求項１２に
記載のポリマー組成物。
【請求項１４】
Ｒ５１の各存在が、Ｃ１～６脂肪族である、請求項１３に記載のポリマー組成物。
【請求項１５】
Ｒ５１の各存在が、ブチルである、請求項１４に記載のポリマー組成物。
【請求項１６】
前記添加剤が、テトラアルキルアンモニウムカルボキシレートである、請求項１３に記載
のポリマー組成物。
【請求項１７】
前記添加剤が、ギ酸テトラメチルアンモニウム、酢酸テトラメチルアンモニウム、トリフ
ルオロ酢酸テトラメチルアンモニウム、プロピオン酸テトラメチルアンモニウム、酪酸テ
トラメチルアンモニウム、安息香酸テトラメチルアンモニウム、ギ酸テトラエチルアンモ
ニウム、酢酸テトラエチルアンモニウム、トリフルオロ酢酸テトラエチルアンモニウム、
プロピオン酸テトラエチルアンモニウム、酪酸テトラエチルアンモニウム、安息香酸テト
ラエチルアンモニウム、ギ酸テトラプロピルアンモニウム、酢酸テトラプロピルアンモニ
ウム、トリフルオロ酢酸テトラプロピルアンモニウム、プロピオン酸テトラプロピルアン
モニウム、酪酸テトラプロピルアンモニウム、安息香酸テトラプロピルアンモニウム、ギ
酸テトラブチルアンモニウム、酢酸テトラブチルアンモニウム、トリフルオロ酢酸テトラ
ブチルアンモニウム、プロピオン酸テトラブチルアンモニウム、酪酸テトラブチルアンモ
ニウム、安息香酸テトラブチルアンモニウム、ギ酸ベンジルトリメチルアンモニウム、酢
酸ベンジルトリメチルアンモニウム、トリフルオロ酢酸ベンジルトリメチルアンモニウム
、ギ酸デシルトリメチルアンモニウム、酢酸デシルトリメチルアンモニウム、トリフルオ
ロ酢酸デシルトリメチルアンモニウム、ギ酸エチルトリメチルアンモニウム、酢酸エチル
トリメチルアンモニウム、トリフルオロ酢酸エチルトリメチルアンモニウム、ギ酸テトラ
ヘキシルアンモニウム、酢酸テトラヘキシルアンモニウム、トリフルオロ酢酸テトラヘキ
シルアンモニウム、ギ酸テトラペンチルアンモニウム、酢酸テトラペンチルアンモニウム
、トリフルオロ酢酸テトラペンチルアンモニウム、ギ酸テトラプロピルアンモニウム、酢
酸プロピルアンモニウム、トリフルオロ酢酸テトラプロピルアンモニウム、ギ酸トリブチ
ルメチルアンモニウム、酢酸トリブチルメチルアンモニウム、トリフルオロ酢酸トリブチ
ルメチルアンモニウム、ギ酸トリメチルフェニルアンモニウム、酢酸トリメチルフェニル
アンモニウム、およびトリフルオロ酢酸トリメチルフェニルアンモニウムからなる群から
選択される、請求項１６に記載のポリマー組成物。
【請求項１８】
前記添加剤が、約１０～５０００質量百万分率の範囲の濃度で存在する、請求項１～１２
のいずれか１項に記載のポリマー組成物。
【請求項１９】
前記添加剤が、約１００～３５００質量百万分率の範囲の濃度で存在する、請求項１８に
記載のポリマー組成物。
【請求項２０】
前記添加剤が、約１００～１５００質量百万分率の範囲の濃度で存在する、請求項１９に
記載のポリマー組成物。
【請求項２１】
前記添加剤が、約５００～１５００質量百万分率の範囲の濃度で存在する、請求項２０に
記載のポリマー組成物。
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【請求項２２】
前記ポリマー組成物の開始温度が、約１００℃～約２２０℃の範囲にある、請求項１に記
載のポリマー組成物。
【請求項２３】
前記開始温度が、約１２０℃～約２００℃の範囲にある、請求項２２に記載のポリマー組
成物。
【請求項２４】
前記開始温度が、約１２０℃～約１８０℃の範囲にある、請求項２３に記載のポリマー組
成物。
【請求項２５】
前記開始温度が、約１２０℃～約１６０℃の範囲にある、請求項２４に記載のポリマー組
成物。
【請求項２６】
前記開始温度が、約１３０℃～約１５０℃の範囲にある、請求項２５に記載のポリマー組
成物。
【請求項２７】
前記開始温度が、約１５０℃～約１８０℃の範囲にある、請求項２４に記載のポリマー組
成物。
【請求項２８】
前記開始温度が、約１８０℃～約２００℃の範囲にある、請求項２３に記載のポリマー組
成物。
【請求項２９】
前記ポリマー組成物が、金属を実質的に含まない、請求項１に記載のポリマー組成物。
【請求項３０】
前記ポリマー組成物が、遷移金属を実質的に含まない、請求項１に記載のポリマー組成物
。
【請求項３１】
前記ポリマー組成物が、コバルトを実質的に含まない、請求項１に記載のポリマー組成物
。
【請求項３２】
前記ポリマー組成物が、コバルトを１０ｐｐｍ未満の量で含む、請求項１に記載のポリマ
ー組成物。
【請求項３３】
ポリマー組成物の分解温度を調整する方法であって、前記方法は、
　（ａ）以下のものからなる群から選択されるポリマー
【化３４】

　〔式中、
　Ｒａの各存在は、独立して、水素であるか、あるいは、Ｃ１～３０脂肪族；窒素、酸素
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、および硫黄からなる群から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を有するＣ１～３

０ヘテロ脂肪族；６～１０員環アリール；窒素、酸素、または硫黄から独立して選択され
る１～４個のヘテロ原子を有する５～１０員環ヘテロアリール；ならびに、窒素、酸素、
および硫黄からなる群から独立して選択される１～３個のヘテロ原子を有する４～７員環
ヘテロ環からなる群から選択される、場合により置換された基であり；
　Ｒｂ、Ｒｃ、Ｒｄの各存在は、独立して、水素であるか、あるいは、Ｃ１～１２脂肪族
；窒素、酸素、および硫黄からなる群から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を有
するＣ１～１２ヘテロ脂肪族；６～１０員環アリール；窒素、酸素、または硫黄から独立
して選択される１～４個のヘテロ原子を有する５～１０員環ヘテロアリール；ならびに、
窒素、酸素、および硫黄からなる群から独立して選択される１～３個のヘテロ原子を有す
る４～７員環ヘテロ環からなる群から選択される、場合により置換された基であり；
　（ＲａおよびＲｃ）、（ＲｃおよびＲｄ）、（ＲａおよびＲｂ）のいずれかは、その間
にある原子とともに、１個以上の場合により置換された環を形成していてもよい〕
を与えることと；
　（ｂ）前記ポリマー組成物と、前記ポリマー組成物の分解温度を調整することが可能な
、有効量の添加剤とを混合することと
を含む、方法。
【請求項３４】
前記添加剤が、得られたポリマー組成物の分解温度を、前記添加剤を含まないポリマー組
成物と比較して下げることを特徴とする、請求項３３に記載の方法。
【請求項３５】
前記添加剤が、有機カチオンを含む、請求項３４に記載の方法。
【請求項３６】
前記ポリマー組成物が、金属を実質的に含まない、請求項３３に記載の方法。
【請求項３７】
前記ポリマーが、実質的に
【化３６】

　である、請求項３３に記載の方法。
【請求項３８】
前記添加剤が、約１００～１５００質量百万分率の範囲の濃度で存在する、請求項３７に
記載の方法。
【請求項３９】
前記添加剤が、ビス（トリフェニルホスホラニリデン）アンモニウムクロリド以外である
、請求項３３～３８のいずれか１項に記載の方法。
【請求項４０】
前記添加剤が、以下の式を有し、
【化３９】

　式中、Ｒ５１の各存在が、独立して、水素またはＣ１～６脂肪族である、請求項３７に
記載の方法。
【請求項４１】
Ｒ５１の各存在が、Ｃ１～６脂肪族である、請求項４０に記載の方法。
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【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４７】
　本明細書で使用される場合、用語「開始温度」は、ポリマー材料の分解が迅速に起こる
最低温度を意味する。この温度は、当該技術分野で既知の標準的な方法によって、ＴＧＡ
によって決定してもよい。
　本発明は、例えば以下の項目を提供する。
（項目１）
ポリマー組成物であって、
　（ａ）以下のものからなる群から選択されるポリマー

【化２６】

　〔式中、
　Ｒａの各存在は、独立して、水素であるか、または、Ｃ１～３０脂肪族；窒素、酸素、
および硫黄からなる群から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を有するＣ１～３０

ヘテロ脂肪族；６～１０員環アリール；窒素、酸素、または硫黄から独立して選択される
１～４個のヘテロ原子を有する５～１０員環ヘテロアリール；ならびに、窒素、酸素、お
よび硫黄からなる群から独立して選択される１～３個のヘテロ原子を有する３～７員環ヘ
テロ環からなる群から選択される、場合により置換された基であり；
　Ｒｂ、Ｒｃ、Ｒｄの各存在は、独立して、水素であるか、または、Ｃ１～１２脂肪族；
窒素、酸素、および硫黄からなる群から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を有す
るＣ１～１２ヘテロ脂肪族；６～１０員環アリール；窒素、酸素、または硫黄から独立し
て選択される１～４個のヘテロ原子を有する５～１０員環ヘテロアリール；ならびに、窒
素、酸素、および硫黄からなる群から独立して選択される１～３個のヘテロ原子を有する
３～７員環ヘテロ環からなる群から選択される、場合により置換された基であり；
　（ＲａおよびＲｃ）、（ＲｃおよびＲｄ）、（ＲａおよびＲｂ）のいずれかは、その間
にある原子とともに、１個以上の場合により置換された環を形成していてもよい〕と；
　（ｂ）存在することで前記ポリマー組成物の分解温度を調整することを特徴とする、有
機カチオンを含む添加剤とを含む、ポリマー組成物。
（項目２）
前記ポリマーが、実質的に
【化２７】
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である、項目１に記載のポリマー組成物。
（項目３）
前記ポリマーが、実質的に
【化２８】

である、項目１に記載のポリマー組成物。
（項目４）
Ｒｂ、Ｒｃ、Ｒｄの各存在が、水素である、項目１に記載のポリマー組成物。
（項目５）
Ｒａの各存在が、場合により置換されたＣ１～１２脂肪族である、項目４に記載のポリマ
ー組成物。
（項目６）
Ｒａの各存在が、メチルである、項目５に記載のポリマー組成物。
（項目７）
前記ポリマーがポリ（プロピレンカーボネート）を含む、項目１に記載のポリマー組成物
。
（項目８）
前記ポリ（プロピレンカーボネート）が、約１０，０００～約４００，０００ｇ／ｍｏｌ
の範囲の分子量を有する、項目７に記載のポリマー組成物。
（項目９）
前記ポリ（プロピレンカーボネート）が、約２０，０００～約３００，０００ｇ／ｍｏｌ
の範囲の分子量を有する、項目８に記載のポリマー組成物。
（項目１０）
前記ポリ（プロピレンカーボネート）が、約５０，０００～約２５０，０００ｇ／ｍｏｌ
の範囲の分子量を有する、項目８に記載のポリマー組成物。
（項目１１）
前記ポリ（プロピレンカーボネート）が、約５０，０００～約２００，０００ｇ／ｍｏｌ
の範囲の分子量を有する、項目８に記載のポリマー組成物。
（項目１２）
前記ポリ（プロピレンカーボネート）が、４未満の多分散指数を有する、項目７に記載の
ポリマー組成物。
（項目１３）
前記ポリ（プロピレンカーボネート）が、２未満の多分散指数を有する、項目１２に記載
のポリマー組成物。
（項目１４）
前記ポリ（プロピレンカーボネート）が、１．５未満の多分散指数を有する、項目１２に
記載のポリマー組成物。
（項目１５）
前記ポリ（プロピレンカーボネート）が、１．２未満の多分散指数を有する、項目１２に
記載のポリマー組成物。
（項目１６）
前記ポリ（プロピレンカーボネート）が、平均で、ポリ（プロピレンカーボネート）鎖の
隣接する繰り返し単位の少なくとも８０％が頭部－尾部の位置化学を有することを特徴と
する、項目７に記載のポリマー組成物。
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（項目１７）
前記頭部－尾部の含有量が９０％より多い、項目１６に記載のポリマー組成物。
（項目１８）
前記Ｒａの各存在が、水素である、項目１に記載のポリマー組成物。
（項目１９）
ＲａおよびＲｃの各存在は、その間にある原子と一緒になって、１個以上の場合により置
換されたＣ３～Ｃ１４炭素環を形成する、項目１に記載のポリマー組成物。
（項目２０）
ＲａおよびＲｃの各存在は、その間にある原子と一緒になって、６員環の炭素環を形成す
る、項目１９に記載のポリマー組成物。
（項目２１）
ＲａとＲｃの各存在は、場合により置換されたシクロヘキサン環を形成する、項目２０に
記載のポリマー組成物。
（項目２２）
前記ポリマーが、二酸化炭素と、エチレンオキシド、プロピレンオキシド、１，２－ブテ
ンオキシド、２，３－ブテンオキシド、ブタジエンモノエポキシド、１，２－ペンテンオ
キシド、エピクロロヒドリン、１，２－エポキシ－２－メチルプロパン、グリシジルエー
テル、グリシジルエステル、１，２－ヘキセンオキシド、Ｃ７－３０α－オレフィンエポ
キシド、シクロペンテンオキシド、シクロヘキセンオキシド、４－ビニルシクロヘキセン
オキシド、４－エチルシクロヘキセンオキシド、スチレンオキシド、リモネンオキシド、
ノルボルネンオキシド、シクロオクテンオキシド、１，２，５，６－ジエポキシシクロオ
クタン、およびシクロオクタジエンモノエポキシドからなる群から選択される１種類以上
のエポキシドとのコポリマーを含む、項目３に記載のポリマー組成物。
（項目２３）
前記コポリマーが、二酸化炭素と、１つのエポキシドとを含む、項目２２に記載のポリマ
ー組成物。
（項目２４）
前記コポリマーが、二酸化炭素と、２つのエポキシドとを含む、項目２２に記載のポリマ
ー組成物。
（項目２５）
前記コポリマーが、ランダムコポリマーを含む、項目２２に記載のポリマー組成物。
（項目２６）
前記コポリマーが、テーパー型コポリマーを含む、項目２２に記載のポリマー組成物。
（項目２７）
前記コポリマーが、ブロックコポリマーを含む、項目２２に記載のポリマー組成物。
（項目２８）
前記添加剤の存在が、前記ポリマー組成物の分解温度を下げる、項目１に記載のポリマー
組成物。
（項目２９）
前記有機カチオンが、ホスホニウム種を含む、項目２８に記載のポリマー組成物。
（項目３０）
前記有機カチオンが、ホスファゼンを含む、項目２８に記載のポリマー組成物。
（項目３１）
前記有機カチオンが、プロトン化アミン種を含む、項目２８に記載のポリマー組成物。
（項目３２）
前記有機カチオンが、四級アンモニウム種を含む、項目２８に記載のポリマー組成物。
（項目３３）
前記有機カチオンが、ヘテロ環を含む、項目２８に記載のポリマー組成物。
（項目３４）
前記有機カチオンが、アルソニウム種を含む、項目２８に記載のポリマー組成物。
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（項目３５）
前記有機カチオンが、
【化２９】

からなる群から選択され、
　式中、Ｒ５０の各存在は、独立して、Ｃ１～２０脂肪族；窒素、酸素、および硫黄から
なる群から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を有するＣ１～２０ヘテロ脂肪族；
６～１０員環アリール；窒素、酸素、または硫黄から独立して選択される１～４個のヘテ
ロ原子を有する５～１０員環ヘテロアリール；ならびに、窒素、酸素、および硫黄からな
る群から独立して選択される１～２個のヘテロ原子を有する３～７員環ヘテロ環からなる
群から選択される、場合により置換された基であり；
　Ｒ５１の各存在は、独立して、水素であるか、または、Ｃ１～２０脂肪族；窒素、酸素
、および硫黄からなる群から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を有するＣ１～２

０ヘテロ脂肪族；６～１０員環アリール；窒素、酸素、または硫黄から独立して選択され
る１～４個のヘテロ原子を有する、５～１０員環ヘテロアリール；ならびに、窒素、酸素
、および硫黄からなる群から独立して選択される１～２個のヘテロ原子を有する、４～７
員環のヘテロ環からなる群から選択される、場合により置換された基であり；２個のＲ５

１基は、その間にある原子とともに、場合により置換されたＣ３～Ｃ１４炭素環、場合に
より置換されたＣ３～Ｃ１４ヘテロ環、場合により置換されたＣ６～Ｃ１０アリールから
なる群から選択される１個以上の環を形成していてもよく；
　Ｒ５２の各存在は、独立して、水素であるか、または、Ｃ１～２０脂肪族；窒素、酸素
、および硫黄からなる群から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を有するＣ１～２

０ヘテロ脂肪族；６～１０員環アリール；窒素、酸素、または硫黄から独立して選択され
る１～４個のヘテロ原子を有する、５～１０員環ヘテロアリール；ならびに、窒素、酸素
、および硫黄からなる群から独立して選択される１～２個のヘテロ原子を有する、４～７
員環のヘテロ環からなる群から選択される、場合により置換された基であり；２個のＲ５

２基は、その間にある原子とともに、場合により置換されたＣ３～Ｃ１４炭素環、場合に
より置換されたＣ３～Ｃ１４ヘテロ環、場合により置換されたＣ６～Ｃ１０アリール、場
合により置換されたＣ５～Ｃ１０ヘテロアリールからなる群から選択される１個以上の環
を形成していてもよく；
　Ｒ５３は、水素、ヒドロキシルであるか、または、Ｃ１～２０脂肪族；窒素、酸素、お
よび硫黄からなる群から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を有するＣ１～２０ヘ
テロ脂肪族；６～１０員環アリール；窒素、酸素、または硫黄から独立して選択される１
～４個のヘテロ原子を有する、５～１０員環ヘテロアリール；ならびに、窒素、酸素、お
よび硫黄からなる群から独立して選択される１～２個のヘテロ原子を有する、４～７員環
のヘテロ環からなる群から選択される、場合により置換された基であり；
　環Ａは、窒素、酸素、または硫黄から独立して選択される０～３個のさらなるヘテロ原
子を有する、場合により置換された５～１０員環ヘテロアリール基である、項目２８に記
載のポリマー組成物。
（項目３６）
前記有機カチオンが、
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【化３０】

を含み、
　式中、Ｒ５０の各存在は、独立して、Ｃ１～２０脂肪族；窒素、酸素、および硫黄から
なる群から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を有するＣ１～２０ヘテロ脂肪族；
６～１０員環アリール；窒素、酸素、または硫黄から独立して選択される１～４個のヘテ
ロ原子を有する、５～１０員環ヘテロアリール；ならびに、窒素、酸素、および硫黄から
なる群から独立して選択される１～２個のヘテロ原子を有する、４～７員環のヘテロ環か
らなる群から選択される、場合により置換された基である、項目１に記載のポリマー組成
物。
（項目３７）
Ｒ５０の各存在が、独立して、場合により置換された６～１０員環アリールである、項目
３６に記載のポリマー組成物。
（項目３８）
Ｒ５０の各存在が、場合により置換されたフェニルである、項目３７に記載のポリマー組
成物。
（項目３９）
Ｒ５０の各存在が、フェニルである、項目３８に記載のポリマー組成物。
（項目４０）
前記添加剤が、ビス（トリフェニルホスホラニリデン）アンモニウムクロリドである、項
目３９に記載のポリマー組成物。
（項目４１）
前記添加剤が、ビス（トリフェニルホスホラニリデン）アンモニウムクロリド以外である
、項目１～４０のいずれか１項に記載のポリマー組成物。
（項目４２）
前記組成物が、プロピレンカーボネートを実質的に含まない、項目１～４０のいずれか１
項に記載のポリマー組成物。
（項目４３）
前記添加剤が、以下の式を有し、

【化３１】

式中、Ｒ５１の各存在が、独立して、水素またはＣ１～１２脂肪族である、項目３５に記
載のポリマー組成物。
（項目４４）
Ｒ５１の各存在が、Ｃ１～６脂肪族である、項目４３に記載のポリマー組成物。
（項目４５）
Ｒ５１の各存在が、ブチルである、項目４４に記載のポリマー組成物。
（項目４６）
前記添加剤が、テトラアルキルアンモニウムカルボキシレートである、項目４３に記載の
ポリマー組成物。
（項目４７）
前記添加剤が、ギ酸テトラメチルアンモニウム、酢酸テトラメチルアンモニウム、トリフ
ルオロ酢酸テトラメチルアンモニウム、プロピオン酸テトラメチルアンモニウム、酪酸テ
トラメチルアンモニウム、安息香酸テトラメチルアンモニウム、ギ酸テトラエチルアンモ



(12) JP 2012-513528 A5 2013.1.31

ニウム、酢酸テトラエチルアンモニウム、トリフルオロ酢酸テトラエチルアンモニウム、
プロピオン酸テトラエチルアンモニウム、酪酸テトラエチルアンモニウム、安息香酸テト
ラエチルアンモニウム、ギ酸テトラプロピルアンモニウム、酢酸テトラプロピルアンモニ
ウム、トリフルオロ酢酸テトラプロピルアンモニウム、プロピオン酸テトラプロピルアン
モニウム、酪酸テトラプロピルアンモニウム、安息香酸テトラプロピルアンモニウム、ギ
酸テトラブチルアンモニウム、酢酸テトラブチルアンモニウム、トリフルオロ酢酸テトラ
ブチルアンモニウム、プロピオン酸テトラブチルアンモニウム、酪酸テトラブチルアンモ
ニウム、安息香酸テトラブチルアンモニウム、ギ酸ベンジルトリメチルアンモニウム、酢
酸ベンジルトリメチルアンモニウム、トリフルオロ酢酸ベンジルトリメチルアンモニウム
、ギ酸デシルトリメチルアンモニウム、酢酸デシルトリメチルアンモニウム、トリフルオ
ロ酢酸デシルトリメチルアンモニウム、ギ酸エチルトリメチルアンモニウム、酢酸エチル
トリメチルアンモニウム、トリフルオロ酢酸エチルトリメチルアンモニウム、ギ酸テトラ
ヘキシルアンモニウム、酢酸テトラヘキシルアンモニウム、トリフルオロ酢酸テトラヘキ
シルアンモニウム、ギ酸テトラペンチルアンモニウム、酢酸テトラペンチルアンモニウム
、トリフルオロ酢酸テトラペンチルアンモニウム、ギ酸テトラプロピルアンモニウム、酢
酸プロピルアンモニウム、トリフルオロ酢酸テトラプロピルアンモニウム、ギ酸トリブチ
ルメチルアンモニウム、酢酸トリブチルメチルアンモニウム、トリフルオロ酢酸トリブチ
ルメチルアンモニウム、ギ酸トリメチルフェニルアンモニウム、酢酸トリメチルフェニル
アンモニウム、トリフルオロ酢酸トリメチルフェニルアンモニウムからなる群から選択さ
れる、項目４６に記載のポリマー組成物。
（項目４８）
前記添加剤が、以下の式を有し、
【化３２】

　式中、Ｒ５０の各存在が、独立して、場合により置換された６～１０員環アリールであ
る、項目３５に記載のポリマー組成物。
（項目４９）
Ｒ５０の各存在が、場合により置換されたフェニルである、項目４８に記載のポリマー組
成物。
（項目５０）
Ｒ５０の各存在が、フェニルである、項目４９に記載のポリマー組成物。
（項目５１）
前記添加剤が、テトラフェニルホスホニウムクロリドである、項目５０に記載のポリマー
組成物。
（項目５２）
前記添加剤が、以下の式を有し、

【化３３】

　式中、Ｒ５３が、水素または場合により置換されたＣ１～１０脂肪族基である、項目３
５に記載のポリマー組成物。
（項目５３）
環Ａが、窒素、酸素、または硫黄から独立して選択される２個のヘテロ原子を有する、場
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合により置換された５～６員環のヘテロアリール基である、項目５２に記載のポリマー組
成物。
（項目５４）
Ｒ５３が、Ｃ１～６脂肪族基である、項目５３に記載のポリマー組成物。
（項目５５）
環Ａが、２個の窒素ヘテロ原子を有する、場合により置換された５員環ヘテロアリール基
である、項目５４に記載のポリマー組成物。
（項目５６）
前記添加剤が、ブチルメチルイミダゾリウム塩である、項目５５に記載のポリマー組成物
。
（項目５７）
前記添加剤が、約１０～５０００質量百万分率の範囲の濃度で存在する、項目１～４０の
いずれか１項に記載のポリマー組成物。
（項目５８）
前記添加剤が、約１００～３５００質量百万分率の範囲の濃度で存在する、項目５７に記
載のポリマー組成物。
（項目５９）
前記添加剤が、約１００～１５００質量百万分率の範囲の濃度で存在する、項目５８に記
載のポリマー組成物。
（項目６０）
前記添加剤が、約１００～１１００質量百万分率の範囲の濃度で存在する、項目５９に記
載のポリマー組成物。
（項目６１）
前記添加剤が、約５００～１５００質量百万分率の範囲の濃度で存在する、項目５９に記
載のポリマー組成物。
（項目６２）
前記ポリマー組成物の開始温度が、約１００℃～約２２０℃の範囲にある、項目１に記載
のポリマー組成物。
（項目６３）
前記開始温度が、約１２０℃～約２００℃の範囲にある、項目６２に記載のポリマー組成
物。
（項目６４）
前記開始温度が、約１２０℃～約１８０℃の範囲にある、項目６３に記載のポリマー組成
物。
（項目６５）
前記開始温度が、約１２０℃～約１６０℃の範囲にある、項目６４に記載のポリマー組成
物。
（項目６６）
前記開始温度が、約１３０℃～約１５０℃の範囲にある、項目６５に記載のポリマー組成
物。
（項目６７）
前記開始温度が、約１５０℃～約１８０℃の範囲にある、項目６４に記載のポリマー組成
物。
（項目６８）
前記開始温度が、約１８０℃～約２００℃の範囲にある、項目６３に記載のポリマー組成
物。
（項目６９）
金属をさらに含む、項目１に記載のポリマー組成物。
（項目７０）
コバルトをさらに含む、項目１に記載のポリマー組成物。
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（項目７１）
前記ポリマー組成物が、金属を実質的に含まない、項目１に記載のポリマー組成物。
（項目７２）
前記ポリマー組成物が、遷移金属を実質的に含まない、項目１に記載のポリマー組成物。
（項目７３）
前記ポリマー組成物が、コバルトを実質的に含まない、項目１に記載のポリマー組成物。
（項目７４）
前記ポリマー組成物が、コバルトを１０ｐｐｍ未満の量で含む、項目１に記載のポリマー
組成物。
（項目７５）
ポリマー組成物の分解温度を調整する方法であって、この方法は、
　（ａ）以下のものからなる群から選択されるポリマー
【化３４】

　〔式中、
　Ｒａの各存在は、独立して、水素であるか、または、Ｃ１～３０脂肪族；；窒素、酸素
、および硫黄からなる群から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を有するＣ１～３

０ヘテロ脂肪族；６～１０員環アリール；窒素、酸素、または硫黄から独立して選択され
る１～４個のヘテロ原子を有する５～１０員環ヘテロアリール；ならびに、窒素、酸素、
および硫黄からなる群から独立して選択される１～３個のヘテロ原子を有する４～７員環
ヘテロ環からなる群から選択される、場合により置換された基であり；
　Ｒｂ、Ｒｃ、Ｒｄの各存在は、独立して、水素であるか、または、Ｃ１～１２脂肪族；
窒素、酸素、および硫黄からなる群から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を有す
るＣ１～１２ヘテロ脂肪族；６～１０員環アリール；窒素、酸素、または硫黄から独立し
て選択される１～４個のヘテロ原子を有する５～１０員環ヘテロアリール；ならびに、窒
素、酸素、および硫黄からなる群から独立して選択される１～３個のヘテロ原子を有する
４～７員環ヘテロ環からなる群から選択される、場合により置換された基であり；
　（ＲａおよびＲｃ）、（ＲｃおよびＲｄ）、（ＲａおよびＲｂ）のいずれかは、その間
にある原子とともに、１個以上の場合により置換された環を形成していてもよい〕
を与えることと；
　（ｂ）このポリマー組成物と、ポリマー組成物の分解温度を調整することが可能な、有
効量の添加剤とを混合することとを含む、方法。
（項目７６）
前記添加剤が、得られたポリマー組成物の分解温度を、添加剤を含まないポリマー組成物
と比較して下げることを特徴とする、項目７５に記載の方法。
（項目７７）
前記添加剤が、有機カチオンを含む、項目７６に記載の方法。
（項目７８）
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前記ポリマー組成物が、金属を実質的に含まない、項目７５に記載の方法。
（項目７９）
前記ポリマー組成物が、コバルトを実質的に含まない、項目７５に記載の方法。
（項目８０）
前記ポリマーが、実質的に
【化３５】

　である、項目７５に記載の方法。
（項目８１）
前記ポリマーが、実質的に

【化３６】

　である、項目７５に記載の方法。
（項目８２）
Ｒｂ、Ｒｃ、Ｒｄの各存在が、水素である、項目８１に記載の方法。
（項目８３）
Ｒａの各存在が、場合により置換されたＣ１～１２脂肪族である、項目８１に記載の方法
。
（項目８４）
Ｒａの各存在が、メチルである、項目８１に記載の方法。
（項目８５）
Ｒａの各存在が、水素である、項目８１に記載の方法。
（項目８６）
ＲａおよびＲｃと、その間にある原子とが一緒になって、１個以上の場合により置換され
たＣ３～Ｃ１４炭素環を形成する、項目８１に記載の方法。
（項目８７）
ＲａおよびＲｃと、その間にある原子とが一緒になって、６員環の炭素環を形成する、項
目８６に記載の方法。
（項目８８）
ＲａとＲｃが一緒になって、シクロヘキサン環を形成する、項目８７に記載の方法。
（項目８９）
前記添加剤が、前記ポリマー組成物の分解温度を下げる、項目８１に記載の方法。
（項目９０）
前記添加剤が、約１０～５０００質量百万分率の範囲の濃度で存在する、項目８１に記載
の方法。
（項目９１）
前記添加剤が、約１００～３５００質量百万分率の範囲の濃度で存在する、項目８１に記
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載の方法。
（項目９２）
前記添加剤が、約１００～１５００質量百万分率の範囲の濃度で存在する、項目９１に記
載の方法。
（項目９３）
前記添加剤が、約１００～１１００質量百万分率の範囲の濃度で存在する、項目９２に記
載の方法。
（項目９４）
前記添加剤が、約５００～１５００質量百万分率の範囲の濃度で存在する、項目９２に記
載の方法。
（項目９５）
前記開始温度が、約１００℃～約２２０℃の範囲にある、項目８１に記載の方法。
（項目９６）
前記開始温度が、約１２０℃～約２００℃の範囲にある、項目８１に記載の方法。
（項目９７）
前記開始温度が、約１２０℃～約１８０℃の範囲にある、項目８１に記載の方法。
（項目９８）
前記開始温度が、約１２０℃～約１６０℃の範囲にある、項目８１に記載の方法。
（項目９９）
前記開始温度が、約１３０℃～約１５０℃の範囲にある、項目８１に記載の方法。
（項目１００）
前記開始温度が、約１５０℃～約１８０℃の範囲にある、項目８１に記載の方法。
（項目１０１）
前記開始温度が、約１８０℃～約２００℃の範囲にある、項目８１に記載の方法。
（項目１０２）
前記添加剤が、以下のものからなる群から選択され、
【化３７】

　式中、Ｒ５０の各存在は、独立して、Ｃ１～２０脂肪族；窒素、酸素、および硫黄から
なる群から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を有するＣ１～２０ヘテロ脂肪族；
６～１０員環アリール；窒素、酸素、または硫黄から独立して選択される１～４個のヘテ
ロ原子を有する５～１０員環ヘテロアリール；ならびに、窒素、酸素、および硫黄からな
る群から独立して選択される１～２個のヘテロ原子を有する４～７員環ヘテロ環からなる
群から選択される、場合により置換された基であり；
　Ｒ５１の各存在は、独立して、水素であるか、または、Ｃ１～２０脂肪族；窒素、酸素
、および硫黄からなる群から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を有するＣ１～２

０ヘテロ脂肪族；６～１０員環アリール；窒素、酸素、または硫黄から独立して選択され
る１～４個のヘテロ原子を有する、５～１０員環ヘテロアリール；ならびに、窒素、酸素
、および硫黄からなる群から独立して選択される１～２個のヘテロ原子を有する、４～７
員環のヘテロ環からなる群から選択される、場合により置換された基であり；２個のＲ５

１基と、その間にある原子とが一緒になって、場合により置換されたＣ３～Ｃ１４炭素環
、場合により置換されたＣ３～Ｃ１４ヘテロ環、場合により置換されたＣ６～Ｃ１０アリ
ールからなる群から選択される１個以上の環を形成してもよく；
　Ｒ５２の各存在は、独立して、水素であるか、または、Ｃ１～２０脂肪族；窒素、酸素
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、および硫黄からなる群から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を有するＣ１～２

０ヘテロ脂肪族；６～１０員環アリール；窒素、酸素、または硫黄から独立して選択され
る１～４個のヘテロ原子を有する、５～１０員環ヘテロアリール；ならびに、窒素、酸素
、および硫黄からなる群から独立して選択される１～２個のヘテロ原子を有する、４～７
員環のヘテロ環からなる群から選択される、場合により置換された基であり；２個のＲ５

２基と、その間にある原子とが一緒になって、場合により置換されたＣ３～Ｃ１４炭素環
、場合により置換されたＣ３～Ｃ１４ヘテロ環、場合により置換されたＣ６～Ｃ１０アリ
ール、場合により置換されたＣ５～Ｃ１０ヘテロアリールからなる群から選択される１個
以上の環を形成してもよく；
　Ｒ５３は、水素、ヒドロキシルであるか、または、Ｃ１～２０脂肪族；窒素、酸素、お
よび硫黄からなる群から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を有するＣ１～２０ヘ
テロ脂肪族；６～１０員環アリール；窒素、酸素、または硫黄から独立して選択される１
～４個のヘテロ原子を有する、５～１０員環ヘテロアリール；ならびに、窒素、酸素、お
よび硫黄からなる群から独立して選択される１～２個のヘテロ原子を有する、４～７員環
ヘテロ環からなる群から選択される、場合により置換された基であり；
　環Ａは、窒素、酸素、または硫黄から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を有す
る、場合により置換された５～１０員環ヘテロアリール基であり；
　各カチオンは、場合により、適切なアニオンＸ－と錯体化する、項目８１に記載の方法
。
（項目１０３）
前記添加剤が、

【化３８】

　であり、式中、Ｒ５０の各存在が、独立して、Ｃ１～２０脂肪族；窒素、酸素、および
硫黄からなる群から独立して選択される１～４個のヘテロ原子を有するＣ１～２０ヘテロ
脂肪族；６～１０員環アリール；窒素、酸素、または硫黄から独立して選択される１～４
個のヘテロ原子を有する、５～１０員環ヘテロアリール；ならびに、窒素、酸素、および
硫黄からなる群から独立して選択される１～２個のヘテロ原子を有する、４～７員環のヘ
テロ環からなる群から選択される、場合により置換された基であり；
　前記カチオンが、場合により、適切なアニオンＸ－と錯体化する、項目８１に記載の方
法。
（項目１０４）
Ｒ５０の各存在が、独立して、場合により置換された６～１０員環アリールである、項目
１０３に記載の方法。
（項目１０５）
Ｒ５０の各存在が、場合により置換されたフェニルである、項目１０４に記載の方法。
（項目１０６）
Ｒ５０の各存在が、フェニルである、項目１０５に記載の方法。
（項目１０７）
前記添加剤が、ビス（トリフェニルホスホラニリデン）アンモニウムクロリドである、項
目１０６に記載の方法。
（項目１０８）
前記添加剤が、ビス（トリフェニルホスホラニリデン）アンモニウムクロリド以外である
、項目７５～１０１のいずれか１項に記載の方法。
（項目１０９）
前記ポリマー組成物が、プロピレンカーボネートを実質的に含まない、項目７５～１０７
のいずれか１項に記載の方法。
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（項目１１０）
前記添加剤が、以下の式を有し、
【化３９】

　式中、Ｒ５１の各存在が、独立して、水素またはＣ１～６脂肪族である、項目８１に記
載の方法。
（項目１１１）
Ｒ５１の各存在が、Ｃ１～６脂肪族である、項目１１０に記載の方法。
（項目１１２）
Ｒ５１の各存在が、ブチルである、項目１１１に記載の方法。
（項目１１３）
前記添加剤が、酢酸テトラブチルアンモニウムである、項目１１２に記載の方法。
（項目１１４）
前記添加剤が、テトラブチルアンモニウムヒドロキシドである、項目１１２に記載の方法
。
（項目１１５）
前記添加剤が、以下の式を有し、

【化４０】

　式中、Ｒ５０の各存在が、独立して、場合により置換された６～１０員環アリールであ
る、項目８１に記載の方法。
（項目１１６）
Ｒ５０の各存在が、場合により置換されたフェニルである、項目１１５に記載の方法。
（項目１１７）
Ｒ５０の各存在が、フェニルである、項目１１６に記載の方法。
（項目１１８）
前記添加剤が、テトラフェニルホスホニウムクロリドである、項目１１７に記載の方法。
（項目１１９）
前記添加剤が、以下の式を有し、
【化４１】

　式中、Ｒ５３が、水素または場合により置換されたＣ１～１０脂肪族基である、項目８
１に記載の方法。
（項目１２０）
環Ａが、窒素、酸素、または硫黄から独立して選択される２個のヘテロ原子を有する、場
合により置換された５～６員環のヘテロアリール基である、項目１１９に記載の方法。
（項目１２１）
Ｒ５３が、Ｃ１～６脂肪族基である、項目１２０に記載の方法。
（項目１２２）
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環Ａが、２個の窒素ヘテロ原子を有する、場合により置換された５員環のヘテロアリール
基である、項目１２０に記載の方法。
（項目１２３）
前記添加剤が、ブチルメチルイミダゾリウムクロリドである、項目１２２に記載の方法。
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